
新
し
い
暮
ら
し
方
と
、

　
　
　
　
　
　
　そ
の
中
で

　「
平
成
」
が
終
わ
り
「
令
和
」
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
、

今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
中
が
大
い
に
盛
り
上
が

る
と
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
転
、
年
明
け
か
ら
一
気
に

広
が
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
や
働
き
方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
連
日
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
紙
上
で
は
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
」「
テ
レ
ワ
ー
ク
」「
リ
モ
ー
ト
会
議
」「
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
」
と
い
っ
た
、
耳
慣
れ
な
い
言
葉
が
飛
び
交
う
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
ら
が
、
一
般
社
会
に
取
り
込
ま
れ
て
、
よ

り
身
近
な
も
の
に
変
化
し
、
今
で
は
当
た
り
前
の
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
人
と
の
接
触
が
制
限
さ
れ
る
中
、
一
般
家
庭
に
於
い
て
も
、

遠
方
で
暮
ら
す
ご
家
族
の
方
や
ご
親
戚
の
方
と
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
各
地
で
、
何
十
年
・
何
百
年
、
途
切
れ
る
こ

と
な
く
受
け
継
が
れ
て
来
た
、伝
統
的
な
「
神
事
」
や
「
祭
事
」

で
さ
え
も
、
中
止
や
規
模
縮
小
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
社
会
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
な
か
、
会
社
や
職

場
で
は
人
の
行
動
が
管
理
さ
れ
た
り
制
限
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
地
区
や
地
域
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
通
り
、
近
隣
住
民

が
声
を
掛
け
合
い
「
見
守
り
」
や
「
助
け
合
い
」
で
地
域
活

動
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
の
中
で
自
分
の
役
割
を
見
つ

け
出
し
、
ど
の
よ
う
に
地
域
貢
献
で
き
る
か
を
し
っ
か
り
と

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　

南
山
見
地
区
町
内
会
長
代
表

　梅
村

　努

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
対
策
で
、
地
域
づ
く
り
協

議
会
が
計
画
し
て
い
た
事
業
を

次
々
と
中
止
せ
ざ
る
得
な
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
会
報
を
編
集

す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
状
況

で
あ
り
ま
し
た
が
、
紙
面
を
縮
小

し
て
何
と
か
第
一
二
八
号
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
寄
稿

し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
い
つ
ま
で
続
く
の

で
し
ょ
う
か
。
全
国
で
は
台
風
に

よ
る
被
害
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

疾
病
や
自
然
災
害
か
ら
身
を
守

り
、
新
し
い
年
を
迎
え
た
い
も
の

で
す
。

　
こ
の
度
も
、
会
報
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
　
　
　 （
編
集
委
員
長
）

編
集
後
記

　
滝
田
石
材
店
は
、
中
学
校
を

卒
業
後
石
屋
で
修
行
し
て
い
た

父
が
、
昭
和
三
十
八
年
に
創
業

し
ま
し
た
。
当
初
は
機
械
化
も

進
ん
で
お
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の

作
業
が
人
の
手
で
し
た
。

　
石
材
店
と
聞
く
と
お
墓
の
建

立
だ
け
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
お
墓
の
受
注
・

建
立
、
修
理
・
リ
フ
ォ
ー
ム
、
洗
浄
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
お
墓
の
免
震
施
工
も
始
め
ま
し
た
。
お
墓
以
外
に
も
、
石
が
使
わ
れ
て
い
る

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
住
宅
で
言
え
ば
、
表
札
や
洗
面
台
、
床

材
や
壁
材
に
石
を
選
ば
れ
た
場
合
や
、
庭
の
灯
篭
や
飛
び
石
な
ど
で
す
。
変
わ
っ

た
も
の
で
は
、
ピ
ザ
窯
や
ス
ピ
ー
カ
ー
、
花
器
や
傘
立
て
な
ど
、
石
に
置
き
換
え

ら
れ
る
も
の
は
い
ろ
い
ろ
と
作
っ
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
機
械
化
も
進
み
、
効
率
よ
く
、
ミ
ス
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
機

械
で
は
で
き
な
い
手
作
業
の
良
さ
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、硬
く
て
冷
た
い
イ
メ
ー

ジ
の
石
の
表
面
を
手
で
削
る
こ
と
で
温
か
い
雰
囲
気
に
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
中
国
製
品
の
台
頭
も
久
し
く
、
周
り
で
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
滝
田

石
材
店
で
は
、
国
内
加
工
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
原
石
で
仕
入
れ
、
お
客
様
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら

求
め
ら
れ
る
形
に
加
工
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
昔
か
ら
あ
る

手
作
業
の
技
術
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
応

え
、
作
り
手
の
顔
が
見
え
る
仕

事
を
し
て
行
き
ま
す
。

（
瀧
田
　
龍
也
）

南
山
見
の
商
工
業
の
歴
史

南
山
見
の
商
工
業
の
歴
史

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

滝
田
石
材
店

そ
の
４

　

そ
の
４

　

　6月21日（日）に成年部
会員13名の参加で美化活

動を行いました。内容としては草刈機やクワを持参して南
山見交流センター周囲、グラウンドの草刈り、溝掃除を行
いました。
　新型コロナウイルスの影響で活動自体も自粛の中、ま
た、年々会員数も減ってきている中で多数の参加があり、
協力し合い活動を行うことができ、とても良かったと思い
ます。今後も会員同士協力し合い活動を充実させて行きた
いと思います。　　　　　　（成年部会長　箭原　克昇）

　5月中旬に高瀬神社の御田植祭が行われた交
流センター前の田んぼの苗が、すくすくと育っ
ていくのを眺めていたら、もう黄金色に色づ
き、奉耕者の谷川徹さんや関係者が参列の
元、抜穂祭が古式ゆかしく執り行われました。
　地元の小中学生が刈女を務め、コシヒカリを
手刈りし、今では見られなくなった稲架で、稲
を干されました。台風が近づいていたので、風
情のある風景はしばらくだけ眺めることがで
きました。（事務局）

9月
20日献穀田・抜穂祭献穀田・抜穂祭

高瀬神社高瀬神社成年部環境美化活動
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去
る
七
月
十
九
日（
日
）午
前
八
時
か
ら
、
主
に
山
際
の
町
内
の
会
長

さ
ん
が
集
ま
り
現
地
調
査
に
向
か
っ
た
。

　
ま
ず
は
志
観
寺
エ
リ
ア
か
ら
。
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
経
路
が
あ
ま
り
に

も
広
く
、
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
れ
ば
良
い
の
か
と
悩
む
住
民
。
取
り
あ

え
ず
圃
場
を
ル
ー
プ
状
に
囲
む
方
式
で
対
策
を
し
て
い
る
。
町
部
に
隣

接
し
、
進
入
路
を
ふ
さ
ぐ
方
式
は
費
用
対
効
果
か
ら
見
て
も
無
理
と
感

じ
る
。
瑞
泉
寺
に
イ
ノ
シ
シ
が
参
拝
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
南
砺
市
も

考
え
て
く
れ
る
か
も
。

　
次
は
連
代
寺
エ
リ
ア
。
今
年
は
山
際
か
ら
侵
入
で
き
な
い
よ
う
、
金

網
柵
三
百
ｍ
で
恒
久
設
置
、
残
り
を
電
気
柵
で
施
工
し
た
。
し
か
し
、

ど
こ
か
ら
入
っ
た
の
か
イ
ノ
シ
シ
が
道
や
畔
を
右
往
左
往
走
り
回
っ
て

い
る
で
は
な
い
か
。
こ
の
方
式
の
問
題
点
は
、
一
旦
入
る
と
簡
単
に
山

に
帰
れ
な
く
な
る
こ
と
だ
。
何
回
追
い
出
し
作
戦
を
実
施
し
た
こ
と
か
。

追
い
出
し
中
に
エ
リ
ア
内
に
い
た
イ
ノ
シ
シ
が
突
然
、
柵
の
外
に
い
る
。
原
因
は
電
気
柵
が
畦
畔
の
中
ほ
ど

に
設
置
し
て
あ
り
、
畔
か
ら
柵
を
飛
び
越
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
ン
取
り
を
、
畔
の
頭
に
変
更
し
た
。

他
の
進
入
路
は
、
西
大
谷
川
砂
防
え
ん
堤
の
右
岸
に
あ
る
。
え
ん
堤
横
の
急
斜
面
に
、
け
も
の
道
が
で
き
て

い
る
、
こ
こ
か
ら
清
玄
寺
や
連
代
寺
に
日
々
出
勤
し
て
い
る

よ
う
だ
。
後
日
、
砺
波
土
木
セ
ン
タ
ー
の
許
可
を
得
て
、
河

川
管
理
道
路
を
横
断
す
る
電
気
柵
を
延
長
追
加
し
た
。
次
年

度
以
降
、
前
記
山
際
柵
を
延
長
し
て
西
大
谷
川
右
岸
ま
で
山

林
の
中
を
金
網
柵
で
設
置
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

　
清
玄
寺
は
、西
大
谷
川
や
南
砺
山
麓
用
水
で
遮
断
し
易
く
、

山
か
ら
の
主
要
な
道
路
も
な
い
の
で
対
策
は
取
り
易
い
と
考

え
る
。
今
、
砂
防
え
ん
堤
工
事
中
エ
リ
ア
内
の
耕
作
放
棄
田

が
イ
ノ
シ
シ
の
ヌ
タ
場
に
な
っ
て
お
り
、
凄
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
工
事
が
終
わ
れ
ば
、
し
っ
か
り
と
進
入
路
を
遮
断

し
て
も
ら
い
た
い
。

　
東
城
寺
も
西
大
谷
川
と
山
麓
用
水
を
活
用
し
た
対
策
を

と
っ
て
い
る
。
山
中
の
山
麓
用
水
を
視
察
中
に
我
々
の
前
を

イ
ノ
シ
シ
が
三
頭
、
下
か
ら
登
っ
て
き
て
上
手
に
逃
げ
て

行
っ
た
。
電
気
柵
で
囲
む
エ
リ
ア
内
に
山
林
が
あ
り
、
そ
の

ま
ち
づ
く
り
部
会ま

ち
づ
く
り
部
会
長

　山
本
義
秀

ま
ち
づ
く
り
部
会
長

　山
本
義
秀

イ
ノ
シ
シ
対
策
現
地
視
察
を
実
施
し
て

イ
ノ
シ
シ
対
策
現
地
視
察
を
実
施
し
て

クリーンアップ事業の
実施結果について

　6月から8月にかけて、各町内会にて「市道ク
リーンアップ事業」を実施していただきまし
た。これは南山見一円の市道のゴミ拾いや草刈
り、土砂上げ等を行って頂く事業で、今年はコ
ロナ感染症の対応でいろいろな活動が中止とな
る中、3密対策を取りながらの活動となりました
が、延べ300名以上の方に参加していただきま
した。こうした活動の積み重ねにより、今後も
美しく住みよい南山見を守っていきましょう。

今年も「要望書」を提出しました
　南山見地域づくり協議会まちづくり部会に提出いただいた各町内からの要望事項のほとんどは、「地域づくり協議
会井波連合会」の要望書に盛り込んでいただきました。この要望書を持って井波連合会の役員で、9月10日には南
砺市ふるさと整備部長・建設整備課長・建設維持課長・ブランド戦略部長・林政課長・総合政策部長・政策推進課長・
市民協働部長・税務課長に、9月16日には南砺市長にお願いしてきました。市長要望の際は、井波地域の市議会議員に
も同行いただき、特に、才川議員からは強く後押ししていただきました。なお、10月末までには、富山県砺波土木セ
ンター長、南砺警察署長等にもお願いに行く予定です。本地区からの要望事項は以下の通りです。

里領町内会からの要望
・道路のアスファルト破損箇所の補修
・五領地内の八ケ用水に堆積した土砂の浚渫

昨年度までの要望の継続
①主要地方道井波城端線（谷～城端）
　歩道の拡幅等の整備促進
②県管理河川堆積土砂の浚渫等
・西大谷川上流（沖・清玄寺・東城寺地内）
・干谷川（院瀬見地内、三清東地内）
③治山事業の整備促進
・川原毛谷流路及び谷止工
④水路改修
・川原毛谷水路線形改良
⑤林道の適切な維持管理
・路肩陥没箇所の整備
・路肩の草刈りや雑木の処理
・山側法面の樹木処理

沖町内会からの要望
・中江川（沖地内）の転落防止柵補修

1

7
2

4

5

清玄寺町内会からの要望
・クマ、イノシシ、シカ等の生態調査をして
　対策に生かす。

3 東城寺町内会からの要望
・市道東城寺線舗装補修
　（流水が均一に流れるオーバーレイ舗装）

連代寺町内会からの要望
・西大谷川最下流砂防ダムの堆積土砂の浚渫

6 志観寺町内会からの要望
・梅谷川支流の堆積土砂の浚渫と流路工整備

頭 取　田 中 一 昭

会 長　碓 井 好 彦

南山見地方銀行頭取

グリーンキーパー 田中　一昭

徳成　花枝　　亀田セツ子　　銅　　光枝
横江　清隆　　池田　隆志　　中村　外子
池田　啓子　　村松　春美

　　　　　　　　　　　　　　　当銀行は、花と緑に満ちた潤いのある社会を実現するための推進母体として、富山
県が昭和48年に設立しました。組織としては、南砺市全体の業務を行う南砺支店の中に、井波支所そして、南山見地
方銀行があります。
　南山見地方銀行では、頭取（まとめ役）とグリーンキーパー（指導員）合わせて9名が活動しています。今年は長年
にわたってご尽力いただいた、才川美代子さん、前川真介さんに代わり、新たに村松春美さんが仲間に加わってくだ
さいました。活動内容としては、井波小学校入口信号機角の八乙女花壇作り・整備をはじめ、南砺市花と緑のフェス
ティバルミニ花壇づくり、児童クラブの皆さんと一緒に行う交流センターのプランターの花植え・チューリップ球根
植え等です。今年は、コロナ禍で児童クラブの皆さんと一緒に活動することができず、残念な思いをしています。
　行政センターがなくなり支所の行政担当者がいなくなったため、これまで以上に活動は大変ですが、メンバーが協
力して頑張っています。

令和2年度
花と緑の銀行メンバー

中
で
生
息
す
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る

の
で
電
気
柵
の
ル
ー
ト
を
再
考
す
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
た
。

　
終
わ
っ
て
み
て
、
電
気
柵
で
の
イ
ノ
シ
シ

対
策
は
、
基
本
を
忠
実
に
守
る
こ
と
に
尽
き

る
。
彼
ら（
彼
女
ら
）は
穴（
弱
点
）を
見
つ
け

る
た
め
、
電
気
線
の
外
側
を
何
日
も
く
ま
な

く
歩
い
て
い
る
。
見
つ
け
た
際
に
は
「
イ

（
ノ
）ッ
シ
ッ
シ
、
見
つ
け
た
も
ん
」
と
言
っ

て
い
る
に
違
い
な
い
。
感
電
す
る
部
位
は
鼻

先
だ
け
で
あ
る
。
安
全
と
思
え
ば
何
度
で
も

そ
の
場
所
を
通
る
。
あ
と
は
、
点
検
巡
回
を

怠
ら
な
い
こ
と
。
足
跡
を
見
る
こ
と
で
解
決

策
は
見
つ
か
る
と
確
信
し
て
い
る
。
ま
た
、

電
気
柵
を
設
置
し
て
い
る
町
内
が
増
え
た
。

今
後
は
町
内
ご
と
の
連
携
を
進
め
、
隣
接
す

る
電
気
柵
の
ル
ー
ト
を
調
整
し
て
、
よ
り
有

効
で
効
果
が
上
が
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

令和
２年度

花と緑の銀行　活動
紹介

ー 志観寺で状況を聞く ー

ー 連代寺に設置された恒久柵 ー

ー 西大谷川へ逃げるイノシシ ー

ー 八ケ用水に堆積した土砂 ー

ー 西大谷川沖地内に堆積した土砂 ー
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去
る
七
月
十
九
日（
日
）午
前
八
時
か
ら
、
主
に
山
際
の
町
内
の
会
長

さ
ん
が
集
ま
り
現
地
調
査
に
向
か
っ
た
。

　
ま
ず
は
志
観
寺
エ
リ
ア
か
ら
。
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
経
路
が
あ
ま
り
に

も
広
く
、
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
れ
ば
良
い
の
か
と
悩
む
住
民
。
取
り
あ

え
ず
圃
場
を
ル
ー
プ
状
に
囲
む
方
式
で
対
策
を
し
て
い
る
。
町
部
に
隣

接
し
、
進
入
路
を
ふ
さ
ぐ
方
式
は
費
用
対
効
果
か
ら
見
て
も
無
理
と
感

じ
る
。
瑞
泉
寺
に
イ
ノ
シ
シ
が
参
拝
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
南
砺
市
も

考
え
て
く
れ
る
か
も
。

　
次
は
連
代
寺
エ
リ
ア
。
今
年
は
山
際
か
ら
侵
入
で
き
な
い
よ
う
、
金

網
柵
三
百
ｍ
で
恒
久
設
置
、
残
り
を
電
気
柵
で
施
工
し
た
。
し
か
し
、

ど
こ
か
ら
入
っ
た
の
か
イ
ノ
シ
シ
が
道
や
畔
を
右
往
左
往
走
り
回
っ
て

い
る
で
は
な
い
か
。
こ
の
方
式
の
問
題
点
は
、
一
旦
入
る
と
簡
単
に
山

に
帰
れ
な
く
な
る
こ
と
だ
。
何
回
追
い
出
し
作
戦
を
実
施
し
た
こ
と
か
。

追
い
出
し
中
に
エ
リ
ア
内
に
い
た
イ
ノ
シ
シ
が
突
然
、
柵
の
外
に
い
る
。
原
因
は
電
気
柵
が
畦
畔
の
中
ほ
ど

に
設
置
し
て
あ
り
、
畔
か
ら
柵
を
飛
び
越
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
ン
取
り
を
、
畔
の
頭
に
変
更
し
た
。

他
の
進
入
路
は
、
西
大
谷
川
砂
防
え
ん
堤
の
右
岸
に
あ
る
。
え
ん
堤
横
の
急
斜
面
に
、
け
も
の
道
が
で
き
て

い
る
、
こ
こ
か
ら
清
玄
寺
や
連
代
寺
に
日
々
出
勤
し
て
い
る

よ
う
だ
。
後
日
、
砺
波
土
木
セ
ン
タ
ー
の
許
可
を
得
て
、
河

川
管
理
道
路
を
横
断
す
る
電
気
柵
を
延
長
追
加
し
た
。
次
年

度
以
降
、
前
記
山
際
柵
を
延
長
し
て
西
大
谷
川
右
岸
ま
で
山

林
の
中
を
金
網
柵
で
設
置
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

　
清
玄
寺
は
、西
大
谷
川
や
南
砺
山
麓
用
水
で
遮
断
し
易
く
、

山
か
ら
の
主
要
な
道
路
も
な
い
の
で
対
策
は
取
り
易
い
と
考

え
る
。
今
、
砂
防
え
ん
堤
工
事
中
エ
リ
ア
内
の
耕
作
放
棄
田

が
イ
ノ
シ
シ
の
ヌ
タ
場
に
な
っ
て
お
り
、
凄
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
工
事
が
終
わ
れ
ば
、
し
っ
か
り
と
進
入
路
を
遮
断

し
て
も
ら
い
た
い
。

　
東
城
寺
も
西
大
谷
川
と
山
麓
用
水
を
活
用
し
た
対
策
を

と
っ
て
い
る
。
山
中
の
山
麓
用
水
を
視
察
中
に
我
々
の
前
を

イ
ノ
シ
シ
が
三
頭
、
下
か
ら
登
っ
て
き
て
上
手
に
逃
げ
て

行
っ
た
。
電
気
柵
で
囲
む
エ
リ
ア
内
に
山
林
が
あ
り
、
そ
の

ま
ち
づ
く
り
部
会ま

ち
づ
く
り
部
会
長

　山
本
義
秀

ま
ち
づ
く
り
部
会
長

　山
本
義
秀

イ
ノ
シ
シ
対
策
現
地
視
察
を
実
施
し
て

イ
ノ
シ
シ
対
策
現
地
視
察
を
実
施
し
て

クリーンアップ事業の
実施結果について

　6月から8月にかけて、各町内会にて「市道ク
リーンアップ事業」を実施していただきまし
た。これは南山見一円の市道のゴミ拾いや草刈
り、土砂上げ等を行って頂く事業で、今年はコ
ロナ感染症の対応でいろいろな活動が中止とな
る中、3密対策を取りながらの活動となりました
が、延べ300名以上の方に参加していただきま
した。こうした活動の積み重ねにより、今後も
美しく住みよい南山見を守っていきましょう。

今年も「要望書」を提出しました
　南山見地域づくり協議会まちづくり部会に提出いただいた各町内からの要望事項のほとんどは、「地域づくり協議
会井波連合会」の要望書に盛り込んでいただきました。この要望書を持って井波連合会の役員で、9月10日には南
砺市ふるさと整備部長・建設整備課長・建設維持課長・ブランド戦略部長・林政課長・総合政策部長・政策推進課長・
市民協働部長・税務課長に、9月16日には南砺市長にお願いしてきました。市長要望の際は、井波地域の市議会議員に
も同行いただき、特に、才川議員からは強く後押ししていただきました。なお、10月末までには、富山県砺波土木セ
ンター長、南砺警察署長等にもお願いに行く予定です。本地区からの要望事項は以下の通りです。

里領町内会からの要望
・道路のアスファルト破損箇所の補修
・五領地内の八ケ用水に堆積した土砂の浚渫

昨年度までの要望の継続
①主要地方道井波城端線（谷～城端）
　歩道の拡幅等の整備促進
②県管理河川堆積土砂の浚渫等
・西大谷川上流（沖・清玄寺・東城寺地内）
・干谷川（院瀬見地内、三清東地内）
③治山事業の整備促進
・川原毛谷流路及び谷止工
④水路改修
・川原毛谷水路線形改良
⑤林道の適切な維持管理
・路肩陥没箇所の整備
・路肩の草刈りや雑木の処理
・山側法面の樹木処理

沖町内会からの要望
・中江川（沖地内）の転落防止柵補修

1

7
2

4

5

清玄寺町内会からの要望
・クマ、イノシシ、シカ等の生態調査をして
　対策に生かす。

3 東城寺町内会からの要望
・市道東城寺線舗装補修
　（流水が均一に流れるオーバーレイ舗装）

連代寺町内会からの要望
・西大谷川最下流砂防ダムの堆積土砂の浚渫

6 志観寺町内会からの要望
・梅谷川支流の堆積土砂の浚渫と流路工整備

頭 取　田 中 一 昭

会 長　碓 井 好 彦

南山見地方銀行頭取

グリーンキーパー 田中　一昭

徳成　花枝　　亀田セツ子　　銅　　光枝
横江　清隆　　池田　隆志　　中村　外子
池田　啓子　　村松　春美

　　　　　　　　　　　　　　　当銀行は、花と緑に満ちた潤いのある社会を実現するための推進母体として、富山
県が昭和48年に設立しました。組織としては、南砺市全体の業務を行う南砺支店の中に、井波支所そして、南山見地
方銀行があります。
　南山見地方銀行では、頭取（まとめ役）とグリーンキーパー（指導員）合わせて9名が活動しています。今年は長年
にわたってご尽力いただいた、才川美代子さん、前川真介さんに代わり、新たに村松春美さんが仲間に加わってくだ
さいました。活動内容としては、井波小学校入口信号機角の八乙女花壇作り・整備をはじめ、南砺市花と緑のフェス
ティバルミニ花壇づくり、児童クラブの皆さんと一緒に行う交流センターのプランターの花植え・チューリップ球根
植え等です。今年は、コロナ禍で児童クラブの皆さんと一緒に活動することができず、残念な思いをしています。
　行政センターがなくなり支所の行政担当者がいなくなったため、これまで以上に活動は大変ですが、メンバーが協
力して頑張っています。

令和2年度
花と緑の銀行メンバー

中
で
生
息
す
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る

の
で
電
気
柵
の
ル
ー
ト
を
再
考
す
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
た
。

　
終
わ
っ
て
み
て
、
電
気
柵
で
の
イ
ノ
シ
シ

対
策
は
、
基
本
を
忠
実
に
守
る
こ
と
に
尽
き

る
。
彼
ら（
彼
女
ら
）は
穴（
弱
点
）を
見
つ
け

る
た
め
、
電
気
線
の
外
側
を
何
日
も
く
ま
な

く
歩
い
て
い
る
。
見
つ
け
た
際
に
は
「
イ

（
ノ
）ッ
シ
ッ
シ
、
見
つ
け
た
も
ん
」
と
言
っ

て
い
る
に
違
い
な
い
。
感
電
す
る
部
位
は
鼻

先
だ
け
で
あ
る
。
安
全
と
思
え
ば
何
度
で
も

そ
の
場
所
を
通
る
。
あ
と
は
、
点
検
巡
回
を

怠
ら
な
い
こ
と
。
足
跡
を
見
る
こ
と
で
解
決

策
は
見
つ
か
る
と
確
信
し
て
い
る
。
ま
た
、

電
気
柵
を
設
置
し
て
い
る
町
内
が
増
え
た
。

今
後
は
町
内
ご
と
の
連
携
を
進
め
、
隣
接
す

る
電
気
柵
の
ル
ー
ト
を
調
整
し
て
、
よ
り
有

効
で
効
果
が
上
が
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

令和
２年度

花と緑の銀行　活動
紹介

ー 志観寺で状況を聞く ー

ー 連代寺に設置された恒久柵 ー

ー 西大谷川へ逃げるイノシシ ー

ー 八ケ用水に堆積した土砂 ー

ー 西大谷川沖地内に堆積した土砂 ー
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南
山
見
忠
魂
碑
維
持
会 

庶
務

　山
﨑
賢
英

南
山
見
忠
魂
碑
慰
霊
祭

南
山
見
忠
魂
碑
慰
霊
祭

　
例
年
八
月
十
五
日
に
は
、
各
町
内
会
長
に
ご
協
力
を
頂
い
て
南
山

見
忠
魂
碑
慰
霊
祭
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
年
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
慰
霊
祭
は
無
く

な
り
ま
し
た
が
、
役
員
一

同
で
先
人
の
霊
に
思
い
を

は
せ
忠
魂
碑
周
辺
を
除
草

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、

日
頃
よ
り
忠
魂
碑
を
見

守
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
浄
教
寺
様
は
じ
め
関

係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
「
密
閉
・
密

集
・
密
接
」
の
三
密
を
避
け
る
た
め
に
、
本
部
会
が
主
管
す
る
数
々
の
行

事
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
昨
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
型
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
一
本
化
し
た
「
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
大
会
」
は
、
昭
和
五
十
九
年
に
始
ま
っ
て
る
以
来
、
今
年
三
十

七
回
目
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た
。

・
平
成
十
三
年
に
富
士
山
登
山
を
実
施
し
た
「
体
力
つ
く
り
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
公
民
館
が
完
成
し
た
昭
和
五
十
三
年
に
始
ま
り
、

今
年
で
四
十
三
回
目
の
予
定
で
し
た
。

・
青
少
年
育
成
市
民
会
議
と
共
催
行
事
は
三
つ
で
し
た
。
「
ラ
ジ
オ
体

操
、
ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成
し
た
昭
和
五
十

三
年
に
始
ま
り
、
四
十
三
回
目
の
予
定
で
し
た
。
同
じ
く
「
教
育
懇
談

会
」
は
昭
和
六
十
年
に
始
ま
り
、
三
十
二
回
目
の
予
定
で
し
た
。

　
平
成
二
年
の
開
町
六
百
年
を
記
念
し
て
前
庭
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
の
「
三
十
年
後
開
封
」
も
予
定
し
て
い
ま
し
た
。

・
「
八
乙
女
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
昭
和
五
十
三
年
に
「
盆
踊
り
大

会
」
で
始
ま
り
、
四
十
三
回
目
の
予
定
で
し
た
。

・
「
地
区
体
育
祭
」
は
、
昭
和
五
十
三
年
に
始
ま
り
、
四
十
三
回
目
の
予

定
で
し
た
。
四
十
一
回
大
会
は
台
風
の
接
近
に
よ
り
中
止
し
ま
し
た
の

で
、
今
回
は
二
度
目
の
中
止
で
す
。

・
「
八
乙
女
文
化
祭
」
も
昭
和
五
十
三
年
に
始
ま
り
、
四
十
三
回
目
の
予

定
で
し
た
。

　
地
域
づ
く
り
協
議
会
理
事
会
、
区
長
会
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
開
催

に
つ
い
て
協
議
し
た
際
、
「
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
上
で
実
施
す
れ
ば

良
い
の
で
は
」
と
い
う
貴
重
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
多

数
決
で
中
止
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
に
は
、
楽

し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
来
年
は
通
常
通
り
実
施
で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
部
会

コ
ロ
ナ
禍
で
の
数
々
の
行
事
中
止

学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
部
会
長

　田
中
一
昭

　
南
山
見
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
は
南
山
見

地
区
の
環
境
美
化
活

動
の
一
環
と
し
て
七

月
十
八
日
（
土
）
早

朝
よ
り
交
流
セ
ン

タ
ー
周
辺
の
草
刈
り

及
び
清
掃
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
今
年
初
め
て
の

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
と

な
り
、
作
業
は
各
地

区
の
ク
ラ
ブ
会
員
総

勢
四
十
三
名
が
草
刈
り
機
・
鎌
・
ほ
う
き
等

を
持
ち
寄
っ
て
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
小
雨
模
様
で
し
た
が
、
長
く
な
っ

て
い
る
雑
草
を
草
刈
り
機
材
二
十
九
台
の
エ

ン
ジ
ン
音
を
響
か
せ
な
が
ら
約
一
時
間
程
で

終
了
し
ま
し
た
。

　
農
村
公
園
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
花
壇
・
石
碑

の
周
辺
が
見
違
え
る
程
き
れ
い
に
な
り
、
地

区
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
美
化
活
動
が
老
人
ク
ラ
ブ
の
一
大
行

事
活
動
と
し
て
継
続
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
し
、
明
る
く
住
み
良
い
地
域

づ
く
り
に
貢
献
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　（
南
山
見
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局
長
　
前
川
　
茂
）

　
南
山
見
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
恒
例
の

社
会
奉
仕
の
日
と
し
て
、
九
月
十
九
日
（
土
）

の
早
朝
五
時
三
十
分
よ
り
、
南
山
見
交
流
セ
ン

タ
ー
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
雨
模
様
が
続
き
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が

曇
り
空
で
雨
は
な
く
、
早
朝
の
ま
だ
薄
暗
い
中

か
ら
多
く
の
会
員
各
位
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き

作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
総
勢
四
十
一
名
の
参
加
の
下
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
草
刈
り
、
花
壇
の
中
の
草
む
し
り
等
、
テ
キ

パ
キ
と
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
、
竹
箒
で
掃
き

掃
除
を
行
い
、
約
一
時
間
程
度
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
花
壇
の
周
辺
が
す
っ
き
り
と
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。

　
早
朝
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
い
た
会
員
各
位
に

は
、
改
め
て
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
に
根
ざ

し
た
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

を
心
掛
け
て
行
き
ま
す

の
で
、
一
層
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
南
山
見
老
人
ク
ラ
ブ

　
連
合
会
会
長

長
田
　
晴
樹
）

　
今
年
は
、
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
防
止
の
た

め
「
敬
老
の
集
い
」
の
開
催
を
中
止
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
七
十
五
歳
以
上
の
対
象
者
二
百
五

名
、
米
寿
の
祝
い
の
方
が
七
名
、
開

催
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
方
も
お
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。
中
止
と
は
い
え

何
も
し
な
い
わ
け
に
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
の

健
康
・
福
祉
部
会
の
方
の
応
援
を
い

た
だ
き
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員

と
一
緒
に
対
象
者
に
あ
い
さ
つ
状
、
饅

頭
等
を
一
軒
一
軒
訪
問
し
て
配
り
ま

し
た
。
米
寿
の
方
に
は
、
地
域
づ
く
り

協
議
会
会
長
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
、

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
記
念
品
、
お
祝
い
状
を
渡
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
元
気
な
姿
と
笑
顔
が
見

ら
れ
安
心
い
た
し
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
状
に
も
書
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
、
庚
子
と
言
う
年
に
あ
た
り

何
か
新
し
い
事
を
や
る
に
は
い
い
年
で

あ
り
、
対
象
者
の
方
に
は
二
度
目
の
年

か
と
思
い
ま
す
が
、
何
か
挑
戦
し
ま
し
ょ

う
と
、
書
状
を
持
っ
て
声
を
か
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
準
備
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
社
協
の
皆
さ
ん
、
協
力
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
健
康
・
福
祉
部
会
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
の
「
敬

老
の
集
い
」
に
は
元
気
な
姿
を
拝
見
で

き
ま
す
よ
う
、
地
域
住
民
と
と
も
に
望

ん
で
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
終
焉
を
願
い
つ
つ
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。

　（
健
康
・
福
祉
部
会

　
　
南
山
見
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長
　
前
川
　
幸
雄
）

山口　武子 様（院瀬見）

長田しず子 様（院瀬見）
山本とよ子 様（院瀬見）

須川　一子 様（東城寺）

須川　茂信 様（東城寺）

箭原　幸子 様（今　里）

髙田美代子 様（　沖　）

健
康
・
福
祉
部
会

第
三
十
五
回 
全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
禍
か
ら
、
集
会
等
は
三
密
が
避
け
ら
れ
ず
活
動
を
制
限
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
屋
外
活
動
で
比
較
的
三
密
も
回
避
可
能

な
こ
と
か
ら
、
七
月
環
境
美
化
奉
仕
、
九
月
全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日
の
活
動
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
多
数
の
会
員
各
位
に
ご
参
加
、
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

年
内
三
回
予
定
し
て
い
た
高
齢
者
学
級
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
ず
、
心
苦
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
終
息
が
一
日
も
早
く
訪
れ
、
平
穏
な
日
常
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
各

位
に
は
ご
自
愛
い
た
だ
き
健
康
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

　
　
　 （
老
人
ク
ラ
ブ
　
長
田
　
晴
樹
）

今
年
度
の
南
山
見
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
活
動
に
つ
い
て

祝米寿
おめでとうございますおめでとうございます

老
人
ク
ラ
ブ

環
境
美
化
奉
仕
活
動

環
境
美
化
奉
仕
活
動

　
平
成
七
年
四
月
か
ら
平
成
十
六
年
十
月
ま
で
当
地
区
選
出
の
町

議
会
議
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
、
勇
退
さ
れ
た
後
も
、
七
村
郷
Ｖ
セ

ブ
ン
委
員
会
に
よ
る
不
動
滝
周
辺
の
美
化
活
動
等
で
地
域
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
前
川
浩
信
様
よ
り
、
南
山
見
地
域
づ
く
り
協
議
会
へ
多

額
の
ご
厚
志
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
交
流
セ
ン
タ
ー
の
備
品
購
入

等
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

元
井
波
町
議
会
議
員

前
川 

哲
郎 

氏

　ご
逝
去

第17回南山見地区八乙女文化祭（H6.11） 第18回八乙女フェスティバル（H7.8） 第１回南山見地区体育祭（S53.9）

か
の
え
ね

敬
老
の
集
い

（5）　第128号 令和 2年10月25日発行八　　　乙　　　女 　第128号　（4）令和 2年10月25日発行 八　　　乙　　　女



南
山
見
忠
魂
碑
維
持
会 

庶
務

　山
﨑
賢
英

南
山
見
忠
魂
碑
慰
霊
祭

南
山
見
忠
魂
碑
慰
霊
祭

　
例
年
八
月
十
五
日
に
は
、
各
町
内
会
長
に
ご
協
力
を
頂
い
て
南
山

見
忠
魂
碑
慰
霊
祭
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
年
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
慰
霊
祭
は
無
く

な
り
ま
し
た
が
、
役
員
一

同
で
先
人
の
霊
に
思
い
を

は
せ
忠
魂
碑
周
辺
を
除
草

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、

日
頃
よ
り
忠
魂
碑
を
見

守
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
浄
教
寺
様
は
じ
め
関

係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
「
密
閉
・
密

集
・
密
接
」
の
三
密
を
避
け
る
た
め
に
、
本
部
会
が
主
管
す
る
数
々
の
行

事
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
昨
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
型
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
一
本
化
し
た
「
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
大
会
」
は
、
昭
和
五
十
九
年
に
始
ま
っ
て
る
以
来
、
今
年
三
十

七
回
目
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た
。

・
平
成
十
三
年
に
富
士
山
登
山
を
実
施
し
た
「
体
力
つ
く
り
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
公
民
館
が
完
成
し
た
昭
和
五
十
三
年
に
始
ま
り
、

今
年
で
四
十
三
回
目
の
予
定
で
し
た
。

・
青
少
年
育
成
市
民
会
議
と
共
催
行
事
は
三
つ
で
し
た
。
「
ラ
ジ
オ
体

操
、
ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成
し
た
昭
和
五
十

三
年
に
始
ま
り
、
四
十
三
回
目
の
予
定
で
し
た
。
同
じ
く
「
教
育
懇
談

会
」
は
昭
和
六
十
年
に
始
ま
り
、
三
十
二
回
目
の
予
定
で
し
た
。

　
平
成
二
年
の
開
町
六
百
年
を
記
念
し
て
前
庭
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
の
「
三
十
年
後
開
封
」
も
予
定
し
て
い
ま
し
た
。

・
「
八
乙
女
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
昭
和
五
十
三
年
に
「
盆
踊
り
大

会
」
で
始
ま
り
、
四
十
三
回
目
の
予
定
で
し
た
。

・
「
地
区
体
育
祭
」
は
、
昭
和
五
十
三
年
に
始
ま
り
、
四
十
三
回
目
の
予

定
で
し
た
。
四
十
一
回
大
会
は
台
風
の
接
近
に
よ
り
中
止
し
ま
し
た
の

で
、
今
回
は
二
度
目
の
中
止
で
す
。

・
「
八
乙
女
文
化
祭
」
も
昭
和
五
十
三
年
に
始
ま
り
、
四
十
三
回
目
の
予

定
で
し
た
。

　
地
域
づ
く
り
協
議
会
理
事
会
、
区
長
会
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
開
催

に
つ
い
て
協
議
し
た
際
、
「
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
上
で
実
施
す
れ
ば

良
い
の
で
は
」
と
い
う
貴
重
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
多

数
決
で
中
止
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
に
は
、
楽

し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
来
年
は
通
常
通
り
実
施
で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
部
会

コ
ロ
ナ
禍
で
の
数
々
の
行
事
中
止

学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
部
会
長

　田
中
一
昭

　
南
山
見
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
は
南
山
見

地
区
の
環
境
美
化
活

動
の
一
環
と
し
て
七

月
十
八
日
（
土
）
早

朝
よ
り
交
流
セ
ン

タ
ー
周
辺
の
草
刈
り

及
び
清
掃
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
今
年
初
め
て
の

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
と

な
り
、
作
業
は
各
地

区
の
ク
ラ
ブ
会
員
総

勢
四
十
三
名
が
草
刈
り
機
・
鎌
・
ほ
う
き
等

を
持
ち
寄
っ
て
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
小
雨
模
様
で
し
た
が
、
長
く
な
っ

て
い
る
雑
草
を
草
刈
り
機
材
二
十
九
台
の
エ

ン
ジ
ン
音
を
響
か
せ
な
が
ら
約
一
時
間
程
で

終
了
し
ま
し
た
。

　
農
村
公
園
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
花
壇
・
石
碑

の
周
辺
が
見
違
え
る
程
き
れ
い
に
な
り
、
地

区
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
美
化
活
動
が
老
人
ク
ラ
ブ
の
一
大
行

事
活
動
と
し
て
継
続
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
し
、
明
る
く
住
み
良
い
地
域

づ
く
り
に
貢
献
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　（
南
山
見
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局
長
　
前
川
　
茂
）

　
南
山
見
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
恒
例
の

社
会
奉
仕
の
日
と
し
て
、
九
月
十
九
日
（
土
）

の
早
朝
五
時
三
十
分
よ
り
、
南
山
見
交
流
セ
ン

タ
ー
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
雨
模
様
が
続
き
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が

曇
り
空
で
雨
は
な
く
、
早
朝
の
ま
だ
薄
暗
い
中

か
ら
多
く
の
会
員
各
位
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き

作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
総
勢
四
十
一
名
の
参
加
の
下
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
草
刈
り
、
花
壇
の
中
の
草
む
し
り
等
、
テ
キ

パ
キ
と
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
、
竹
箒
で
掃
き

掃
除
を
行
い
、
約
一
時
間
程
度
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
花
壇
の
周
辺
が
す
っ
き
り
と
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。

　
早
朝
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
い
た
会
員
各
位
に

は
、
改
め
て
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
に
根
ざ

し
た
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

を
心
掛
け
て
行
き
ま
す

の
で
、
一
層
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
南
山
見
老
人
ク
ラ
ブ

　
連
合
会
会
長

長
田
　
晴
樹
）

　
今
年
は
、
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
防
止
の
た

め
「
敬
老
の
集
い
」
の
開
催
を
中
止
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
七
十
五
歳
以
上
の
対
象
者
二
百
五

名
、
米
寿
の
祝
い
の
方
が
七
名
、
開

催
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
方
も
お
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。
中
止
と
は
い
え

何
も
し
な
い
わ
け
に
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
の

健
康
・
福
祉
部
会
の
方
の
応
援
を
い

た
だ
き
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員

と
一
緒
に
対
象
者
に
あ
い
さ
つ
状
、
饅

頭
等
を
一
軒
一
軒
訪
問
し
て
配
り
ま

し
た
。
米
寿
の
方
に
は
、
地
域
づ
く
り

協
議
会
会
長
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
、

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
記
念
品
、
お
祝
い
状
を
渡
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
元
気
な
姿
と
笑
顔
が
見

ら
れ
安
心
い
た
し
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
状
に
も
書
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
、
庚
子
と
言
う
年
に
あ
た
り

何
か
新
し
い
事
を
や
る
に
は
い
い
年
で

あ
り
、
対
象
者
の
方
に
は
二
度
目
の
年

か
と
思
い
ま
す
が
、
何
か
挑
戦
し
ま
し
ょ

う
と
、
書
状
を
持
っ
て
声
を
か
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
準
備
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
社
協
の
皆
さ
ん
、
協
力
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
健
康
・
福
祉
部
会
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
の
「
敬

老
の
集
い
」
に
は
元
気
な
姿
を
拝
見
で

き
ま
す
よ
う
、
地
域
住
民
と
と
も
に
望

ん
で
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
終
焉
を
願
い
つ
つ
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。

　（
健
康
・
福
祉
部
会

　
　
南
山
見
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長
　
前
川
　
幸
雄
）

山口　武子 様（院瀬見）

長田しず子 様（院瀬見）
山本とよ子 様（院瀬見）

須川　一子 様（東城寺）

須川　茂信 様（東城寺）

箭原　幸子 様（今　里）

髙田美代子 様（　沖　）

健
康
・
福
祉
部
会

第
三
十
五
回 

全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
禍
か
ら
、
集
会
等
は
三
密
が
避
け
ら
れ
ず
活
動
を
制
限
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
屋
外
活
動
で
比
較
的
三
密
も
回
避
可
能

な
こ
と
か
ら
、
七
月
環
境
美
化
奉
仕
、
九
月
全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日
の
活
動
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
多
数
の
会
員
各
位
に
ご
参
加
、
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

年
内
三
回
予
定
し
て
い
た
高
齢
者
学
級
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
ず
、
心
苦
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
終
息
が
一
日
も
早
く
訪
れ
、
平
穏
な
日
常
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
各

位
に
は
ご
自
愛
い
た
だ
き
健
康
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

　
　
　 （
老
人
ク
ラ
ブ
　
長
田
　
晴
樹
）

今
年
度
の
南
山
見
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
活
動
に
つ
い
て

祝米寿
おめでとうございますおめでとうございます

老
人
ク
ラ
ブ

環
境
美
化
奉
仕
活
動

環
境
美
化
奉
仕
活
動

　
平
成
七
年
四
月
か
ら
平
成
十
六
年
十
月
ま
で
当
地
区
選
出
の
町

議
会
議
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
、
勇
退
さ
れ
た
後
も
、
七
村
郷
Ｖ
セ

ブ
ン
委
員
会
に
よ
る
不
動
滝
周
辺
の
美
化
活
動
等
で
地
域
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
前
川
浩
信
様
よ
り
、
南
山
見
地
域
づ
く
り
協
議
会
へ
多

額
の
ご
厚
志
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
交
流
セ
ン
タ
ー
の
備
品
購
入

等
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

元
井
波
町
議
会
議
員

前
川 

哲
郎 

氏

　ご
逝
去

第17回南山見地区八乙女文化祭（H6.11） 第18回八乙女フェスティバル（H7.8） 第１回南山見地区体育祭（S53.9）

か
の
え
ね

敬
老
の
集
い
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新
し
い
暮
ら
し
方
と
、

　
　
　
　
　
　
　そ
の
中
で

　「
平
成
」
が
終
わ
り
「
令
和
」
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
、

今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
中
が
大
い
に
盛
り
上
が

る
と
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
転
、
年
明
け
か
ら
一
気
に

広
が
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
や
働
き
方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
連
日
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
紙
上
で
は
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
」「
テ
レ
ワ
ー
ク
」「
リ
モ
ー
ト
会
議
」「
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
」
と
い
っ
た
、
耳
慣
れ
な
い
言
葉
が
飛
び
交
う
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
ら
が
、
一
般
社
会
に
取
り
込
ま
れ
て
、
よ

り
身
近
な
も
の
に
変
化
し
、
今
で
は
当
た
り
前
の
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
人
と
の
接
触
が
制
限
さ
れ
る
中
、
一
般
家
庭
に
於
い
て
も
、

遠
方
で
暮
ら
す
ご
家
族
の
方
や
ご
親
戚
の
方
と
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
各
地
で
、
何
十
年
・
何
百
年
、
途
切
れ
る
こ

と
な
く
受
け
継
が
れ
て
来
た
、伝
統
的
な
「
神
事
」
や
「
祭
事
」

で
さ
え
も
、
中
止
や
規
模
縮
小
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
社
会
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
な
か
、
会
社
や
職

場
で
は
人
の
行
動
が
管
理
さ
れ
た
り
制
限
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
地
区
や
地
域
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
通
り
、
近
隣
住
民

が
声
を
掛
け
合
い
「
見
守
り
」
や
「
助
け
合
い
」
で
地
域
活

動
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
の
中
で
自
分
の
役
割
を
見
つ

け
出
し
、
ど
の
よ
う
に
地
域
貢
献
で
き
る
か
を
し
っ
か
り
と

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　

南
山
見
地
区
町
内
会
長
代
表

　梅
村

　努

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
対
策
で
、
地
域
づ
く
り
協

議
会
が
計
画
し
て
い
た
事
業
を

次
々
と
中
止
せ
ざ
る
得
な
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
会
報
を
編
集

す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
状
況

で
あ
り
ま
し
た
が
、
紙
面
を
縮
小

し
て
何
と
か
第
一
二
八
号
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
寄
稿

し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
い
つ
ま
で
続
く
の

で
し
ょ
う
か
。
全
国
で
は
台
風
に

よ
る
被
害
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

疾
病
や
自
然
災
害
か
ら
身
を
守

り
、
新
し
い
年
を
迎
え
た
い
も
の

で
す
。

　
こ
の
度
も
、
会
報
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
　
　
　 （
編
集
委
員
長
）

編
集
後
記

　
滝
田
石
材
店
は
、
中
学
校
を

卒
業
後
石
屋
で
修
行
し
て
い
た

父
が
、
昭
和
三
十
八
年
に
創
業

し
ま
し
た
。
当
初
は
機
械
化
も

進
ん
で
お
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の

作
業
が
人
の
手
で
し
た
。

　
石
材
店
と
聞
く
と
お
墓
の
建

立
だ
け
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
お
墓
の
受
注
・

建
立
、
修
理
・
リ
フ
ォ
ー
ム
、
洗
浄
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
お
墓
の
免
震
施
工
も
始
め
ま
し
た
。
お
墓
以
外
に
も
、
石
が
使
わ
れ
て
い
る

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
住
宅
で
言
え
ば
、
表
札
や
洗
面
台
、
床

材
や
壁
材
に
石
を
選
ば
れ
た
場
合
や
、
庭
の
灯
篭
や
飛
び
石
な
ど
で
す
。
変
わ
っ

た
も
の
で
は
、
ピ
ザ
窯
や
ス
ピ
ー
カ
ー
、
花
器
や
傘
立
て
な
ど
、
石
に
置
き
換
え

ら
れ
る
も
の
は
い
ろ
い
ろ
と
作
っ
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
機
械
化
も
進
み
、
効
率
よ
く
、
ミ
ス
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
機

械
で
は
で
き
な
い
手
作
業
の
良
さ
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、硬
く
て
冷
た
い
イ
メ
ー

ジ
の
石
の
表
面
を
手
で
削
る
こ
と
で
温
か
い
雰
囲
気
に
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
中
国
製
品
の
台
頭
も
久
し
く
、
周
り
で
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
滝
田

石
材
店
で
は
、
国
内
加
工
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
原
石
で
仕
入
れ
、
お
客
様
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら

求
め
ら
れ
る
形
に
加
工
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
昔
か
ら
あ
る

手
作
業
の
技
術
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
応

え
、
作
り
手
の
顔
が
見
え
る
仕

事
を
し
て
行
き
ま
す
。

（
瀧
田
　
龍
也
）

南
山
見
の
商
工
業
の
歴
史

南
山
見
の
商
工
業
の
歴
史

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

滝
田
石
材
店

そ
の
４

　

そ
の
４

　

　6月21日（日）に成年部
会員13名の参加で美化活

動を行いました。内容としては草刈機やクワを持参して南
山見交流センター周囲、グラウンドの草刈り、溝掃除を行
いました。
　新型コロナウイルスの影響で活動自体も自粛の中、ま
た、年々会員数も減ってきている中で多数の参加があり、
協力し合い活動を行うことができ、とても良かったと思い
ます。今後も会員同士協力し合い活動を充実させて行きた
いと思います。　　　　　　（成年部会長　箭原　克昇）

　5月中旬に高瀬神社の御田植祭が行われた交
流センター前の田んぼの苗が、すくすくと育っ
ていくのを眺めていたら、もう黄金色に色づ
き、奉耕者の谷川徹さんや関係者が参列の
元、抜穂祭が古式ゆかしく執り行われました。
　地元の小中学生が刈女を務め、コシヒカリを
手刈りし、今では見られなくなった稲架で、稲
を干されました。台風が近づいていたので、風
情のある風景はしばらくだけ眺めることがで
きました。（事務局）

9月
20日献穀田・抜穂祭献穀田・抜穂祭

高瀬神社高瀬神社成年部環境美化活動
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